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論文内容の要旨
【目的】血液透析患者における骨代謝異常が臨床上大きな問題となっており，その予防あるいは治療とし
て活性型ビタミンD(VD)治療を行っている。今日，透析患者の骨密度測定と骨代謝パラメータ測定を経
年的に行い，透析患者の骨密度lこ対するVD治療の有用性についてprospectivestudyを行った。
【対象と方法】本研究の対象は男性165名，年齢5~.5止1O.8(mean :tSD)歳，透析期間85.3 :t 57.6 ヵ月であ
る。 VDは1α ーヒドロキシカルシフエロール(1αOJID3)を用いた。無投与群44名， 0.25.u g/ dayの少量
群56名， 0.5μg/dayの中等量群65名の3群に分け， 12ヵ月間内服治療を行った。血清カルシウム， リン
備は.炭酸カルシウムの投与量を変えることで巨常域内に調節した。血清カルシウム， 1)ン，アルカリフォ
スフ 7 ターゼ. osteocalcinおよびintact-PTIIを治療前後で測定した。骨密度はDual X-ray 
Absorptiometry(DXA) (QDR・2000⑪)を用い，第2-4腰椎.if面，第3腰椎側面と焼骨遠位1/3部を測
定した。 12ヵ月の治療前後のVDの骨密度に対する有用性はANOVAを用いて検定を行った。
【結果と考察】 VD投与量3群聞で血液生化学検査は治療前後で台ー意な変化を認めなかゥ fこ。この理由と
して，骨細胞に直接にVDが作用したためと推測される。骨密度変化率では焼骨遠位1/3部は3群聞に撃
は認めなかったが，腰推定面測定と側面測定で中等量群と無投写群にそれぞれp=O.Ollとp=O.028で有意
の増加を認めた。これは海綿骨が主体の腰椎と皮質骨が主体の樟骨遠位1/3部ではVD治療効果にそれぞ
れの骨の骨代謝回転の反応性の差が反映したことが考えられる。
【結論】男性透析患者では， 0.5μg/日の lαO日D3治療は腰椎骨密度の増加に効果が認められるの
論文審査の結果の要旨
〔目的〕血液透析患者における骨代謝巣常の結果.腎性骨異栄養症として総称される骨病変が生じ.その
制御が人ーきな課題であるが，予防および治療のために活性型ビタミンDが広く用いられている。しかし骨
塩量の変化を指標にしておこなわれたpruspcctivcstudyは少なく.今凶活性型ビタミンD治療の有用性
についてプロトコールを作成し 1年間にわたって検討したc
〔対象と方法〕対象は男性165名，年齢51.5j_10.8CSD)歳，透析期間85.3土57.6月であった。ビタミンDと
して 1α ーヒドロキシカルシフ且ロール(1αOHD3)を用いた。無投与群44名.0.25μg/口の小量君1-56名.
0.5μg/ t:Iの巾等量群65名の 3併にわけ， 12月間内服治療をおこなった。血清カルシウム9.0・10.5mg/dl.
Ini1リンJ. ();1rn rnul/ 1以下に維持するように炭酸カルシウム内服量を調節した。血消カルシウム， リン，
-~fi-
アルカリフォスファターゼ. オステオカルシン，インタクトド1"1をj台帳前後でiJll;定したの宮ー 稿!支{二三重X
線骨i缶詰泊IJJi:装置CQDR2000)を14い，抗2-4 腰椎」正而\第 3 腰惟側面と慎骨迫!f守'1/3 自 I~を測定した3
〔結果〕骨塩単(Jij要惟正面と側面測定値で中写量討において，無投与群に比較して%変化の差でみると自
意の尚値であった。しかし権骨骨塩量および生化学検査舶に有意の変化はなかった。また小量計で!土無投
守群に比較していずれの部仇の付国民生化学検査値に角ー意の変化はなかっずこ。
〔結論と評価)男件血液透析患者においてO.5IL g! トl の 1αOHD~; を l 年間投与して腰椎骨塩量の減少を
子防することができた。このようにprospecti ve，こ叫性ビタミンDの骨塩霊にたいする効果が評価された
研究は少なく，今回腎↑生骨異栄養症の治療に一つの指針があたえられたものとして，著者は博士(医学)
の学位を授可ーされるに値するものとみとめられた。
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